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※「自治労通信」も読めます

91人の組合員が参加した12月6日の団体交渉で、提案の撤回を迫る

賃
上
げ
見
送
り
提
案
越
年
で
交
渉

大
衆
団
交
で「
撤
回
」勝
ち
取
る

まっ とう

公立松任石川中央病院労組
人勧完全実施を獲得

公立松任石川中央病院（石川県白山市・企業団）は、
昨年の人事院勧告の凍結を提案。同労組は組合員参加
の大衆闘争でプラス人勧完全実施を勝ち取った。民間
春闘の動向と診療報酬改定は医療従事者の賃上げに有
利な一方、経営の厳しさを理由に賃上げを渋る公立病
院も。「追い風」を生かすには交渉力が必要だ。

労使は対立しても
『義理人情』は大切だ

「今後は県の勧告準拠（情勢均衡原則）を基
本とする」という最終確認書を2月26日に
結んだ際、組合から「黒字経営達成のため
労使双方においても努力する」の一文を加
えた。厳しく対立した総務部長がGood!と
親指を立てたことが印象に残る。労使は対
立もするが、義理人情は大切だ、お互いに。

南 正光 委員長

異
変
は
、
昨
年
10
月
下
旬
に

組
合
が
出
し
た
秋
闘
要
求
書
に

対
す
る
当
局
側
の
反
応
に
あ
っ

た
。
例
年
通
り
の
「
国
の
人
事

院
勧
告
、
県
の
人
事
委
員
会
勧

告
を
尊
重
し
た
給
与
改
定
を
行

い
、
4
月
遡
及
支
給
、
一
時
金

改
定
を
行
う
こ
と
」
と
い
う
要

求
項
目
に
対
し
、
事
務
折
衝
に

当
た
っ
た
当
局
側
が
口
を
濁
し

た
。「
…
難
し
い
か
も
し
れ
な

い
」。病院

側
は
「
4
月
以
後
、
コ

ロ
ナ
対
策
の
支
援
補
助
金
が
大

幅
に
減
額
さ
れ
、
経
営
が
厳
し

い
。
勧
告
通
り
の
実
施
は
困
難

で
凍
結
も
考
え
て
い
る
」
と
説

明
。
組
合
は
、「
昨
年
ま
で
の

コ
ロ
ナ
補
助
金
、
患
者
受
け
入

れ
で
病
院
の
決
算
は
大
幅
黒
字

だ
。
一
方
的
な
勧
告
凍
結
は
、

到
底
組
合
員
の
理
解
を
得
ら
れ

な
い
」
と
撤
回
を
要
求
（
尾
西

辰
朗
書
記
長
）。
当
局
は
「
1

月
か
ら
の
給
与
改
定
は
応
じ
る

が
、
4
月
遡
及
実
施
、
一
時
金

改
定
は
見
送
り
た
い
」
と
回
答

し
て
き
た
。

こ
の
回
答
に
組
合
員
は
も
ち

ろ
ん
、
管
理
職
か
ら
も
疑
問
の

声
が
上
が
る
。
県
本
部
組
織
拡

大
専
門
員
を
交
え
た
執
行
部
交

渉
で
改
め
て
組
合
の
意
思
を
示

し
た
。
12
月
1
日
の
院
内
組
合

員
集
会
に
は
県
本
部
の
宮
鍋
正

志
委
員
長
も
駆
け
つ
け
、
組
合

員
の
3
割
近
い
1
0
3
人
が
参

加
。
大
衆
団
体
交
渉
と
撤
回
を

求
め
る
職
場
署
名
の
実
施
を
確

認
し
た
。

12
月
6
日
の
団
体
交
渉
に
は

91
人
の
組
合
員
が
参
加
。
署
名

は
12
日
間
で
ほ
ぼ
全
員
の
組
合

員
と
一
部
管
理
職
も
名
前
を
連

ね
、
3
6
1
人
分
を
病
院
側
に

提
出
し
て
組
合
員
、
職
員
の
意

思
を
示
し
た
。
こ
の
過
程
で
当

局
は
、
11
月
〜
1
月
の
経
営
状

況
を
再
度
検
討
し
、
最
低
到
達

ラ
イ
ン
を
示
し
た
上
で
組
合
と

協
議
し
た
い
と
姿
勢
を
変
え

た
。
結
果
、
12
月
の
経
営
状
況

は
、
最
低
到
達
ラ
イ
ン
を
わ
ず

か
に
上
回
っ
た
。

1
月
1
日
の
能
登
半
島
地
震

で
、
松
任
石
川
中
央
病
院
は
奥

能
登
地
域
の
病
院
か
ら
搬
送
さ

れ
て
き
た
患
者
の
受
け
入
れ
等

を
行
う
災
害
拠
点
病
院
の
役
割

を
担
う
こ
と
に
な
る
。
騒
然
と

し
た
状
況
の
中
で
も
交
渉
を
継

続
し
、
1
月
27
日
開
催
の
最
終

団
体
交
渉
で
「
県
人
事
委
員
会

勧
告
完
全
実
施
、
4
月
遡
及
、

一
時
金
0
・
1
ヶ
月
増
、
3
月

給
与
支
給
日
に
差
額
の
支
払

い
」
で
合
意
し
、
2
月
1
日
に

は
「
確
認
書
」
を
締
結
し
た
。

南
正
光
委
員
長
は
、
「
組
合

員
の
反
応
が
早
く
、
署
名
、
交

渉
参
加
、
声
か
け
の
後
押
し
は

大
き
い
。
具
体
的
な
最
低
到
達

ラ
イ
ン
を
示
さ
せ
、
話
し
合
え

た
こ
と
、
組
合
の
臨
時
ニ
ュ
ー

ス
で
こ
れ
ら
の
情
報
を
共
有
で

き
た
こ
と
が
力
に
な
っ
た
」
と

振
り
返
る
。

発
災
か
ら
約
4
カ
月
、
石
川
県
内
で

は
今
も
2
1
5
1
人
が
避
難
所
で
の
暮

ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。（
5

月
8
日
時
点
・
石
川
県
調
べ
）

自
治
労
で
は
、
5
月
12
日
〜
18
日
の

間
、
新
潟
・
愛
知
・
広
島
県
本
部
で
構

成
す
る
第
11
グ
ル
ー
プ
が
能
登
町
の
2

カ
所
の
避
難
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

地
域
が
前
に
進
む
き
っ
か
け
に
、
と

の
思
い
で
制
作
さ
れ
た
作
品
に
パ
ワ
ー

を
感
じ
る
。
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
復
興

に
向
か
う
能
登
を
支
援
し
て
い
き
た
い

（
能
登
町
職
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
2
面
）。

自治労ボランティア
能登町にて支援継続中

能登町役場の1階ロビーに掲げられている『復興
再生』の力強い文字。能登高校書道部の作品

2024年の診療報酬改定で、ベースアップ評
価料の新設と、入院基本料・初再診料の引き
上げによる医療機関で働く職員の賃上げが措
置された。地域医療を守る公立病院でも賃上
げを確実に進めるため、自治労は次のように
取り組む。

❶医療機関で勤務する全ての職員の賃金を2．
3％以上引き上げ、6月から賃上げ（遡及を
含む）を求める。
❷診療報酬改定による賃上げに関する要求書
を提出し交渉を開始し、労使合意の上で賃上
げを行うことを確認する。
❸2024年6月3日までにベースアップ評価料
を申請し、6月から算定させる。賃上げの対
象者は、医療機関で勤務し直接雇用する全て
の職員を対象とする。
❹賃上げ方法は、人事院勧告とは分けて考え
るため、月額手当による改善を基本とする。
賃上げ額は全職員均一の賃上げ額、賃上げ開
始時期は6月から実施を基本とする。

解説：2024年度診療報酬改定・6月賃上げ

地域医療守る公立病院の
医療職員全員・一律ベアを

ご意見
フォーム自治労HP

・・・・2024年5月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2367号（１）



答えと当選者の発表答答答ええええととと当当選選者者者のの発発発表表答えと当選者の発表

を開催します
自治労情報宣伝セミナー

経験者対象
対面方式 参加者

募集中

応募総数
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ヒ キ ニ ク ア
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カ マ キ リ エ

ラ ン ミ ー ル

ぬの うら

能登町職 布浦洋平 執行委員長
「休日も家の整理などに追われ、休
息時間が取れない職員も多い」と
話す布浦委員長（取材日：4月22日）

復興に向けて職員が前を向くために

連
合
は
4
月
27
日
、
第
95
回
メ
ー

デ
ー
中
央
大
会
を
東
京
・
代
々
木
公
園

で
開
い
た
。
こ
の
日
、
全
国
各
地
で
も

地
方
連
合
会
等
に
よ
る
メ
ー
デ
ー
集
会

が
開
か
れ
た
。

集
会
で
は
芳
野
友
子
会
長
が
、
春
闘

で
高
い
賃
上
げ
回
答
が
続
い
て
い
る
こ

と
に
触
れ
、「『
価
格
転
嫁
、価
格
交
渉
、

環
境
整
備
』
を
す
す
め
、『
労
務
費
を

含
む
適
切
な
価
格
転
嫁
』
と
い
う
商
習

慣
を
根
付
か
せ
よ
う
」
と
述
べ
た
。

集
会
で
は
ま
た
、
連
合
石
川
の
代
表

が
登
壇
。
能
登
半
島
地
震
へ
の
連
合
の

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
、「
復
興
に
向
け
て
息
の
長
い
取

り
組
み
が
必
要
。
引
き
続
き
の
ご
支
援

を
」
と
訴
え
た
。

課題は人員不足
働きやすい環境を作り
誰一人取り残さず歩む

建
設
水
道
課
で
上
水
道
業
務

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
能
登
半

島
で
は
2
0
2
0
年
頃
か
ら
地

震
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
過
去
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
大
き
な
揺
れ
方
で
、
電

力
を
は
じ
め
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に

大
き
な
影
響
が
出
ま
し
た
。

発
災
当
時
、
能
登
町
全
域
が

断
水
し
て
い
ま
し
た
が
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
再
建
は
被
災
地
に

お
い
て
最
優
先
事
項
で
あ
っ
た

の
で
、
迅
速
に
復
旧
作
業
に
あ

た
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
自
衛

隊
や
日
本
水
道
協
会
を
通
じ
て

全
国
の
水
道
事
業
体
か
ら
の
給

水
支
援
や
応
急
復
旧
作
業
支
援

を
受
け
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

4
月
22
日
現
在
、
断
水
解
消

世
帯
率
は
95
％
程
度
と
な
り
、

生
活
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
配
管
か
ら

の
漏
水
発
生
な
ど
、
課
題
は

残
っ
て
い
ま
す
。

人
員
不
足
と
向
き
合
い

で
き
る
こ
と
を
模
索

能
登
町
は
、
人
口
約
1
万
4

7
0
0
人
に
対
し
て
職
員
数
約

2
3
0
人
と
少
人
数
の
た
め
、

災
害
時
に
全
国
か
ら
行
政
支
援

に
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
非
常

に
助
か
り
ま
す
。
災
害
を
通
じ

て
、
自
助
や
共
助
、
公
助
の
重

要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

今
後
は
災
害
査
定
対
応
や
漏

水
修
繕
、
冬
期
に
向
け
た
仮
設

配
管
の
凍
結
防
止
対
策
、
被
災

し
た
配
管
・
施
設
の
復
旧
工
事

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
課
題

は
、
圧
倒
的
に
職
員
の
数
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
人
口

減
少
に
引
き
ず
ら
れ
職
員
数
も

減
少
し
て
き
て
い
る
上
、
若
手

職
員
の
退
職
者
が
増
加
傾
向
に

あ
る
中
で
、
み
ん
な
が
働
き
や

す
い
環
境
を
作
る
た
め
に
組
合

と
し
て
何
が
で
き
る
か
を
考

え
、
課
題
に
対
し
、
そ
の
都
度

柔
軟
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

と
強
く
感
じ
ま
す
。

地
域
一
体
と
な
っ
た

住
民
主
体
の
復
興
計
画
を

能
登
地
域
は
、
こ
の
地
に
長

く
住
ん
で
い
る
方
も
多
く
、
郷

土
に
対
す
る
愛
着
が
強
い
地
域

で
す
。
地
震
の
後
も
「
地
元
の

結
び
つ
き
を
大
切
に
し
た
い
」

と
い
う
住
民
が
多
く
い
ま
す
。

復
興
に
あ
た
っ
て
、
町
を
元

の
状
態
に
完
全
に
戻
す
の
は
難

し
い
で
す
が
、
地
元
の
懇
談
会

を
ま
め
に
開
く
な
ど
、
復
興
の

主
体
で
あ
る
住
民
の
方
の
意
見

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
地
域
一

体
と
な
っ
て
復
興
に
向
け
て
の

歩
み
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

連合石川の復興支援コーナーに集う参加者

全国各地でメーデー集会
震災復興支援もアピール

Interview

日
本
国
憲
法
の
施
行
か
ら
77
年
と

な
っ
た
憲
法
記
念
日
の
5
月
3
日
、
東

京
・
有
明
防
災
公
園
で
、「
憲
法
大
集

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
で
10
回

目
。参
加
者
数
は
、約
3
万
2
0
0
0
人

（
自
治
労
は
約
5
0
0
人
）。「
武
力
で

平
和
は
つ
く
れ
な
い
」「
憲
法
を
い
か

す
政
治
を
」
の
声
を
あ
げ
た
。

集
会
で
は
、
伊
藤
真
弁
護
士
が
憲
法

9
条
の
重
要
性
を
訴
え
る
ス
ピ
ー
チ
を

し
た
ほ
か
、
核
兵
器
廃
絶
運
動
に
取
り

組
む
広
島
市
立
大
学
2
年
の
大
内
由
紀

子
さ
ん
が
、「
一
人
一
人
の
力
は
わ
ず
か

だ
け
ど
無
力
で
は
な
い
。
少
し
の
ア
ク

シ
ョ
ン
で
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

と
、
若
い
世
代
に
も
意
識
を
向
け
て
ほ

し
い
と
呼
び
か
け
た
。

集会でプラカードを掲げる参加者たち

憲法をいかす政治を
若い世代に向けたスピーチも 「じちろう」第2364号（4月1日）のクロスワー

ドパズルの正解と当選者の発表です。
たくさんのご応募ありがとうございました。

有村 優季 北海道・全道庁

阪口 瞳 北海道・和寒町職労

照井奈緒子 秋 田・美郷町職労

北口 和也 茨 城・阿見町職

高橋 勇貴 東 京・練馬区職労

滝澤 真実 長 野・千曲市職労

田渕 智美 石 川・七尾市職労

福田 美紀 愛 知・自治労名古屋

水口 佳那 岐 阜・大垣市労連

北村 千佳 和歌山・自治労海南市職

原口はるか 鳥 取・倉吉市職労

佐々木美由紀 島 根・県職労

青 智子 香 川・三豊市職労

萩野 香織 福 岡・国保労組

宮本絵里子 長 崎・五島市職労

委員チョウ
書記チョウ シンサイくん

4
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
自
治
労
文
芸
コ

ン
ク
ー
ル
関
連
企
画
で
講
演
し
て
い
た
だ
い

た
佐
原
ひ
か
り
さ
ん
の
作
品
。

主
人
公
は
父
親
の
再
婚
で
新
し
い
母
親
、

弟
と
同
居
す
る
こ
と
に
。
弟
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
を
着
け
る
こ
と
を
知

り
、
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
受
け
入
れ
よ
う
と

す
る
。
好
き
な
こ
と
を
し
て
い
る
だ
け
な
の

に
他
人
の
目
を
気
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
に
悩
み
、
こ
れ
ま
で
の
複
雑
な
家
庭
事
情

や
、
素
直
に
な
れ
て
い
な
か
っ
た
友
人
関

係
、
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
い
く
恋
愛
が
織
り
交

ざ
り
な
が
ら
、
主
人
公
は
成
長
し
て
い
く
。

テ
ー
マ
的
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
は
ず

な
の
に
何
故
か
軽
や
か
。
青
春
の
瞬
間
を
駆

け
抜
け
る
主
人
公
の
揺
れ
る
心
情
が
丁
寧
な

表
現
で
描
か
れ
る
。
コ
ミ
カ
ル
な
や
り
取
り

も
多
く
、
読
後
感
も
重
く
な
い
。

多
様
性
の
時
代
と
言
わ
れ
て
久
し
い
。
以

前
と
比
較
す
る
と
理
解
は
進
ん
で
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
な
い
状
況
も
。
も
っ
と

好
き
な
こ
と
を
素
直
に
で
き
る
よ
う

な
社
会
に
な
る
と
良
い
ね
と
感
じ

る
。
様
々
な
世
代
の
方
に
読
ん
で
ほ

し
い
一
冊
だ
。

（
永
田

仁

長
崎
県
職
連
合
）

「
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
」

佐
原
ひ
か
り

繊
細
な
悩
み
を
め
ぐ
る
青
春
小
説

日程 2024年6月21日（金）11：00～22日（土）13：00
場所 自治労本部

内容 全体集会
新聞づくり分科会 講師：水谷 一生（有限会社エディット）
ビラづくり分科会 講師：ヨッシー・イリエ（自治労愛知県本部）

河出書房新社
1，672円

スキルアップをめざす実技中心の講座です

対面方式での実技講習です。プログラム詳細、参加申し込みは各県本部まで。
締め切り6月7日（金）
お問い合わせ：自治労総合企画総務局（報道担当）

TEL03－3263－0273 Ｅメール：houdou@jichiro.gr.jp

※敬称略

・・・・2024年5月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2367号（２）
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